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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

本研究の目的は、マグネシウム系水素貯蔵合金等の開発とその実用化に向けた設計指針の

構築とし、平成 30 年度、日本側では水素貯蔵合金開発に向け、その基盤となる      

マグネシウム等を主原料とするマグネシウム系合金等の開発を主に行う。本年度の    

マグネシウム系合金開発の目標として、水素吸蔵・放出特性の改善が期待される遷移金属 

又は非遷移金属が添加されたマグネシウム系合金を系統的に合成し、その条件探索を行う。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

再生可能エネルギー媒体としての水素を効率的に利用するためには、高密度に水素を  

貯蔵し、適度な条件下で使用可能な水素貯蔵合金の開発に加え、その水素吸蔵・放出反応の

機構解明及び開発指針の構築が、応用・学術研究の両面において不可欠となっている。 

そこで、本研究では、日本（東北大学 金属材料研究所 代表者：佐藤豊人 助教）と    

スイス（スイス連邦工科大学ローザンヌ校 代表者：Andreas Züttel 教授）が共同し、   

軽量かつ豊富な資源のマグネシウム（Mg）に着目して、実用化を目指した Mg 系水素貯蔵合

金の開発を目的に本研究を遂行している。本研究における研究の達成目標は、実用化されて

いる水素貯蔵合金 LaNi5H6（1.4mass%、92kgH2/m
3）よりも高い重量・体積水素密度を

有し、実用可能と予想される 100℃、３ MPa 以下で水素吸蔵・放出を示す新規 Mg 系水素

貯蔵合金の開発とする。 

平成 30 年度、日本側研究チームでは、比較的低温で水素を吸蔵し（100℃）、実用化さ

れている水素貯蔵合金よりも高い重量・体積水素密度（3.6 mass%、120 kgH2/m
3）を有

するマグネシウム系ラーベス相合金 LaMg2 を基点にした合金合成と水素吸蔵・放出特性評価

を実施した。 

LaMg2 の水素貯蔵に関する過去の報告では、温度 100℃、水素圧力 10 MPa で水素を吸蔵

して LaMg2H7 を形成することが報告されていたが、平成 30 年度の日本側研究チームの結果

から室温、大気圧以下の水素圧力で、LaMg2H7 を形成することが分かった。一方、その水素

放出温度は、300℃以上であることから実用化を目指した水素貯蔵合金の開発には、高い水

素放出温度の改善が不可欠となっている。 

この改善のために日本側研究チームでは LaMg2 に同型の結晶構造を有し、水素放出温度の

改善が期待される遷移金属（TM: Ni など）を含む（Y, Mg）TM2 に着目した。平成 30 年度

の日本側研究チームの結果から TM を含む二種類の金属間化合物を混合し、不活性雰囲気下 

での熱処理によって LaMg2 と同型結晶構造を有するマグネシウム系ラーベス相合金   

（Y, Mg）TM2 が形成される結果が得られた。更に、（Y, Mg）TM2 は、100℃以下、数 MPa

以下で可逆的な水素吸蔵・放出反応を示す結果が得られた。 


